
主 催 ： （ 特 非 ） 炭 素 繊 維 水 利 用 工 法 研 究 会
共 催 ： （ 特 非 ） ジ ャパン・ウォーター・ガード

水質汚染による環境破壊は一層深刻さを増し、国内においては主要河川の水質改善対策は進んだものの、都市河川で

は水質汚濁は相変わらずであり、湖沼やお濠など閉鎖性水域は、富栄養化現象により大量のアオコの発生を招いていま

す。現在の水質汚濁の原因は、ノンポイントからの汚濁物質流入による面源負荷とされ、その対策として水域の直接的

水質浄化が有効と考えられます。国外においても、中国などの発展途上国での水質汚染は、安全で衛生的な水の供給す

らできない状況にあります。炭素繊維による水質浄化は、水域の直接的水質浄化技術として経済的かつ効果的であると

実証され、環境重視型の公共工事にて採用されています。

本セミナーでは、炭素繊維水利用技術の研究開発報告から、実施例、今後の見通しまでを講演しますので、水環境関

連技術に関心のある皆さまは、是非ご参加ください。

● 日 時 平 成 ２ ３ 年 １ １ 月 ２ ８ 日 （ 月 ） １ ５ ： ５ ０ ～ １ ７ ： ２ ０

● 場 所 ホ テ ル メ ト ロ ポ リ タ ン 高 崎 （ 高 崎 駅 ビ ル ） ６ 階
群 馬 県 高 崎 市 八 島 町 ２ ２ ２ T E L 0 2 7 - 3 2 5 - 3 3 1 1

● 定 員 ３ ０ 名 ※ 定 員 に な り し だ い 締 め 切 ら せ て い た だ き ま す 。

● 内 容 1 5 : 4 5 開 会
1 5 : 5 0 服 部 理 子 氏 ＪＷ Ｇジ ャパ ン ・ウ ォ ー ター ・ガ ー ド研 究 員

「 炭 素 繊 維 に よ る 閉 鎖 性 水 域 の 水 質 浄 化 技 術 の 研 究 」

都 市 部 に 残 され た 閉 鎖 性 水 域 で は 蓄 積 され た 汚 染 物 質 とノン ポ イン トか らの

流 入 に よ りそ の 深 刻 さを 増 し水 質 改 善 が 求 め られ て い ま す 。炭 素 繊 維 を 活 用

した 様 々 な 複 合 技 術 を 様 々 な フィー ル ドで 実 証 し研 究 開 発 を 進 め て い ま す 。

1 6 : 2 0 柳 瀬 淑 水 氏 株 式 会 社 ソ ー エ ン 海 外 営 業 担 当
「 中 国 水 ビ ジ ネ ス ～ 武 漢 東 湖 水 利 部 9 4 8 プ ロ ジ ェクトか ら～ 」
中 国 で は 1 2 次 5カ 年 計 画 に よ りC O D、N H 4 な ど 排 出 削 減 基 準 が 定 め られ 地 表

水 の 水 質 基 準 も厳 しくな り国 家 プ ロ ジ ェクトとして 環 境 改 善 が 推 進 され ま す 。

中 国 水 利 部 は 炭 素 繊 維 水 利 用 を 本 格 的 に す る た め 武 漢 東 湖 で 実 証 中 で す 。

1 6 : 5 0 小 暮 幸 雄 Ｃ Ｆ Ｍ Ａ 会 長
「 炭 素 繊 維 事 業 化 へ の 課 題 と 展 望 」

炭 素 繊 維 に よ る 水 質 浄 化 は 認 知 度 も高 ま り国 内 外 で の 実 績 が 増 して き ま が

同 時 に 多 くの 問 題 点 も生 じて き ま した 。今 後 、炭 素 繊 維 水 利 用 技 術 が 水 処 理

の 標 準 的 な 技 術 として 定 着 す る た め の 課 題 と展 望 を 述 べ ま す 。

1 7 : 2 0 閉 会
※ 講 演 内 容 は 、 変 更 の 場 合 が あ り ま す 。
※ 当 日 は 同 会 場 に て Ｃ Ｆ Ｍ Ａ 総 会 が 開 催 さ れ 講 演 会 は 終 了 後 と な り ま す 。

● 参 加 費 無 料 （ 資 料 代 １ ， ０ ０ ０ 円 希 望 者 の み ）
● 申 込 み 申 込 書 に 所 定 の 事 項 を ご 記 入 の 上 、 Ｆ Ａ Ｘ に て お 申 込 み く だ さ い 。

１ １ 月 ２ ５ 日 （ 金 ） 必 着 。 F A X : 0 2 7 - 3 5 2 - 4 8 7 5 M a i l : i n f o @ c f m a . j p

● お 問 い 合 せ Ｃ Ｆ Ｍ Ａ 炭 素 繊 維 水 利 用 工 法 研 究 会 事 務 局 0 2 7 - 3 8 4 - 3 4 4 5

炭 素 繊 維 水 利 用 技 術 セ ミ ナ ー 参 加 申 込 書
ＦＡＸ ０２７－ ３５２－ ４８７５

ﾌﾘｶ゙ ﾅ
氏 名 会 社

団 体 名

〒
住 所

電 話 メ ー ル
( F A X )

種 別 ・ 一 般 ・ Ｃ Ｆ Ｍ Ａ （ ） 種 会 員 ・ Ｊ Ｗ Ｇ （ ） 会 員
(○ 印 )

※ 受 講 申 込 み は 、 受 講 者 毎 に お 願 い し ま す 。
※ 記 載 さ れ た 個 人 情 報 に つ い て は 、 管 理 連 絡 に 利 用 す る 目 的 以 外 に は 使 用 い た し ま せ ん 。
※ 会 社 ・ 団 体 名 欄 は 学 生 の 方 は 学 校 名 を ､属 さ れ て い な い 方 は 個 人 と ご 記 入 く だ さ い 。
※ メ ー ル に て 受 付 の お 知 ら せ を さ し 上 げ ま す の で 正 確 に ご 記 入 く だ さ い 。


